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共
済
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存
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に
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す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
八
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
保
険
業
法
に
よ
り
、
各
団
体
が
構
成
員
の
助
け
合
い
を
目
的
に
自
主
的
に
運
営

し
て
い
る
共
済
制
度
が
存
続
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

改
正
保
険
業
法
の
趣
旨
は
、
「
共
済
」
な
ど
の
名
を
借
り
て
不
特
定
多
数
の
消
費
者
に
保
険
類
似
商
品
の
販
売
や
勧
誘
を

行
っ
て
被
害
を
与
え
た
事
案
が
続
き
、
こ
の
よ
う
な
業
者
か
ら
契
約
者
を
保
護
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
平
成
十
六
年
十
二

月
、
金
融
審
議
会
金
融
分
科
会
第
二
部
会
が
公
表
し
た
「
根
拠
法
の
な
い
共
済
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
報
告
書
）
に
お
い
て

は
、
根
拠
法
の
な
い
自
主
共
済
の
う
ち
、
構
成
員
が
真
に
限
定
さ
れ
る
も
の
は
、
特
定
の
者
を
相
手
方
と
す
る
共
済
と
し
て
、

従
来
ど
お
り
、
そ
の
運
営
を
専
ら
構
成
員
の
自
治
に
委
ね
る
こ
と
で
足
り
、
規
制
の
対
象
外
と
す
べ
き
と
報
告
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
法
改
正
の
過
程
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
健
全
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
大
部
分
の
自
主
共
済
が

規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
は
特
定
保
険
業
者
と
し
て
、
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
に
保
険
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
会
社
の
い
ず
れ
か
に

移
行
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
実
際
、
移
行
出
来
ず
、
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
団
体
も
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
等
の
自
主
共
済
を
適
切
に
存
続
さ
せ
る
た
め
、
国
会
で
は
制
度
共
済
の
創
設
が
検
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討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
多
く
の
自
主
共
済
と
合
わ
せ
て
、
存
続
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

�

改
正
保
険
業
法
施
行
後
二
年
間
の
経
過
措
置
を
経
て
、
同
法
が
義
務
付
け
て
い
た
保
険
会
社
や
少
額
短
期
保
険
会
社
に
移

行
し
た
団
体
は
平
成
二
十
一
年
三
月
末
現
在
で
、
全
体
の
約
十
三
％
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
団
体
は
、
組
織
を
縮
小
し
て
共

済
事
業
を
継
続
、
民
間
の
保
険
業
者
へ
の
切
り
換
え
、
廃
業
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り
、
共
済
事
業
の
継
続
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
等
の
青
少
年
教
育
団
体
の
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
環
境
作
り
と

し
て
教
育
的
見
地
か
ら
も
重
要
と
考
え
る
が
、
制
度
共
済
を
創
設
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
如
何
。

�

金
融
庁
が
平
成
十
七
年
八
月
に
公
表
し
た
保
険
業
法
施
行
令
・
施
行
規
則
等
の
改
正
案
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
単
位
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
団
体
は
保
険
業
法
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
二
月
に
公
表
さ
れ
た
政
令
案
で
は
適
用
対

象
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
、
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
た
都
道
府
県
単
位
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
が
、
そ
の
後
、
保
険
業
法

の
適
用
対
象
と
さ
れ
た
経
緯
及
び
そ
の
理
由
は
何
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

保
険
業
法
の
適
用
除
外
と
さ
れ
る
予
定
の
団
体
が
、
急
遽
、
適
用
対
象
と
さ
れ
た
と
す
る
と
、
政
府
の
方
針
転
換
に
よ
っ
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て
当
該
団
体
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
結
果
的
に
不
利
益
を
被
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い

て
の
政
府
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
実
際
に
制
度
共
済
が
創
設
さ
れ
た
場
合
、
既
に
廃
業

し
た
団
体
、
民
間
の
保
険
業
者
に
切
り
換
え
た
団
体
へ
の
対
応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
以
外
に
も
有
意
義
な
自
主
共
済
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
共
済
事
業
を
健
全
に
存
続
で
き

る
よ
う
に
す
る
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
民
主
党
が
保
険
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
と
し
て
、
議
員
立
法
で
提
案
し
て
い
る
「
金
融
庁
に
認
定
さ
れ
た
保
険
金
額
一
〇
〇
〇
万
円
以
内
、
保
険
期
間
二
年
以
内

の
小
規
模
共
済
」
を
規
制
の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
に
よ
り
、
廃
業
す
る
共
済
を
救
済
す
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の
見
解

如
何
。

右
質
問
す
る
。
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